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Abstract 

It is well known that sea anchors are effective for enhancing the safety in sea by keeping the 

bow of small ships toward wind in stormy seas or reducing the drifting speed of life rafts in heavy 

wind, however, there are no means yet for specifying those sea anchors. 

The authors carried out the towing tests on various kinds of sea anchors in the tank. They 

also carried out the drifting tests on a fishing boag model and a life raft with several kins of sea 

anchors. By analysing the experimental results, the data for standardization of the sea anchors 

were prepared 

1. まえがき

小型漁船，救命梃，救命いかだ等が荒天に遭遇した

場合にシーアンカーを用いて船首を風上に立てて海難

を防いだり，或いは遭遇現場からの漂流を抑えて発見

救助までの時間を短縮するなど，シーアンカーの有用

なことはよく知られている。近時，化学繊維の進歩に

ともない，シーアンカーは大きさの割に軽量で取り扱

いやすいものが製作されるようになった。我が国にお

いては船舶安全法により総トン薮200トン未満の漁船，

救命艇，端艇および救命いかだに対してシーアンカー

の備え付けが義務づけられているが，一部端艇のシー

アンカー（吹き流し型）を除いてはシーアンカーの明

確な仕様が示されてなく，シーアンカーの選定に苦慮

する状態である。

こうした実状を踏まえ，著者らはシーアンカーの性

能基準作成の資料を得，また，シーアンカーの普及に

役立てることを目的として昭和55-57年度にわたり，

型式，形状，大きさの異る17個のシーアンカー単独曳

航試験ならびにシーアンカーを装着した漁船模型及び

＊運動性能部

原稿受付：昭和 59年 7月3日

救命いかだの漂流試験を行った。本資料はその実験結

果をまとめたものである。

なお，この研究は（財）日本舶用品検定協会の共同

研究として実施したものである。

2.供試シーアンカー

供試シーアンカーは現用品の実物，試作品の原寸模

型，及び縮尺模型など合せて17個で，型式，形状，寸

法等を表― l及び図ー 1~10に示した。また，シーア

ンカーの主要材料を表ー 2, 3に示す。これらシーア

ンカーを型式別に分けると吹き流し型 4個，パラシ

ュート型13個に大別され，パラシュート型は更に傘体

の布の展開した形により正4角形 2個，正12角形 2個，

円形 6個，半球形（半球形に脹らみを持たせて縫製し

てあるもの） 1個，十字形 2個に分類される。用途別

にみると救命いかだ用 (11個），救命艇用 (3個），小

型漁船用 (3個）となっている。これらのシーアンカー

はNo.55-3, 56-6, 57-A, B, C以外は排水口

径又はスロット（傘体の中心から放射状に設けた隙間）

の長さを調節できるようになっており，単独曳航試験

に際しては排水口径又はスロット長さを全開，％開，

全閉の 3段階に変えて用いた。
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表ー 1 供試シーアンカー形状寸法一覧表

シーア ‘.Iカー 榎塁畑
弔達 問s口p(帥m11靖り序So(面m積•) 直往 筏れ体長さ 肴F9Ko往． 最内 鼻i愛長こ l辺4k 鋭＊9

No 翌式形状 ，，区分 Do(m) L (m) dv (m) N（ふ） (m) W(m) Wt(9)噂）

5 5-1 
吹

0.071 0188 0.3 0.3 0.075 0.04 

゜
4 紆Uo.270.236 80 

’‘"，.ffl 沼碑55-2 ．・ヽ広19し 現用る 0.196 0527 0.5 0.5 0.13 0.065 

゜
4 0.393 155 

55-3 し 紋血 Q363 1.562 0.68 1.2 0.1 x.0.1 4 1.00 0.534 10.000 
型

56-6 えット付 皮ォ9”Y 八 ",..たー用 0.1256 0.663 0.4 0.8 0.12 4 0B25 0.314 

55-4 (0.142) 0.349 0.834, (0.266) 0.07 0.035 

゜
4 1.00 0.59 170 

55-5 
£411影

{0.236) 0.581 1.078 I) (0.3“り0.09 0.045 

゜
4 1.30 0.76 220 史均

lヽぶ百l
55-6 
,、．

痕翌 (0.159) 0.374 0.706 (0.225) 007 0035 

゜
12 0 85 0.183 175 

55-7 
フ一 正12桑彰

(0.264) 0.622 0.911 (0.290) 0.09 0045 

゜
12 1 10 0.236 225 

55-8 `ヽ/ (Q029) 0.071 0.300 (0096) 0.07 0.04 

゜
12 0.43 0.093 55 

ユ

55-9 I 秋型 逢身詞 (0.096) 0.238 0.550 (0.175) 0.1 0.05 

゜
22 0.76 0.091 110 

卜 預咽
3) 

55-10 K0.497) 1.227 1.25 (0.398) 0.1 0.05 

゜
42 1.50 0.093 265 

57-A 製 0.696 0.99 0.084 8 1.13 0.35 

57-8 
孜噸

1.4 5 1.49 0.127 8 1.63 0.52 

57-C 更窃久 2.57 1.90 0.18 10 2.17 0.54 

療翌56-1 平珠．＂ 0.392 0.784 1. 11 (0.555) 0.22 0.11 

゜
12 1.33 0.185 

贔
し）9`E清

56-2 0.872 0.9955) 9,95 ” 0.025 

゜
12 1.20 0.325 

56-3 0.872 u長o1..903298、 Q05 ” 0.025 

゜
12 長U 11 232 3 9) 0.336 

1)対魯緻叫いし示す
2) .k.奮9．下綽duto長32示す，
3)賣絢"%+.'1S"棟望 2ネす．
4)ス代1しこ含むに孔体，，會さ，
5)ふ墨9長さit.f,

6)長心左石翼和鳩IaJ:1賃＊句叶it"、す．
7)ふスロットり長さ tネす． スロ・A駁 Ì 4燭
8)長 1＂J:翼用，長｀”ぷゑが下箕凩4aネす．
（ ）内 9駄客I3拿体がれい彰状Ì^’くヒ11i見した4直
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図ー 1 No 55-1, No 55-2, 吹流し型
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図ー 3 No 56-6,吹流し型ネット付
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No 55-8, No 55-9, No 55-10 

円形パラシュート邸

応柑ノ昧オ• （店．石 (nオ久）

（ 

A名p

展 rでq 項＇（ ふi

図

No D。(m)W (m) j_ (m) dレ(m) X(kg) N （本） n （和

57-A 0.99 0.35 1.1 3 0.084 3.000 8 2 

57-8 1.49 0.52 1.63 0.127 3.000 8 4 

s7-c 190 0.54 2.17 0 18 1 000 10 2 
トー • 

A 坪灰利見国

(?I';J ク17'Aの 2ネnJ＆生 11---------
n れし 1itf本 2示 1.

図一• 7 No 57-A, No 57-B, No 57-C 

円形パラシュート型
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図ー 8 No 56-1，半球形パラシュート型
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図ー10 No 56-3,十字形パラシュート刑

表ー 2 シーアンカー材料表その 1

r讀ば籟 粒料舒＆る 使用ヽ分 絋繊 重量 北弧力（以B 月製鬼さ（以~)
飴専

（灼） タテヨコ 9 テョコ

”゜ン希(A)抵礼体杉 平鎌し‘ 12％ん 90匁m唸 m 11.0Kg 11.0Kg 
55-1 

r“mm.,がれS97び紐も 外え、、索魯 7．わ/m 
55-2 ““”Tぢ 200Kg 

10mmスイヘ．，レ ぇ．、集用
600Kg 

・争紅奮＄ 
0“mt 

心繕机序 及札体埠 平織 吟 ／叶 140~ ・-100? cm 

『糟E“,し“-t“品̀  55-3 16mm、マ•3ニ19ゴ0fー亀ブl 贔9I鸞"•hえ"r，.気｀ 3.,打 188g/m 1380 Kg 
,.， a 杵 闇0奸 t”ーメ會ッ鋼'集

＂゚ン亭 (B)柏集体び 平織 l30g ／ m・ 84Kふg り 84KJc_9,-m 90Kl 9.0l<g 

55-4 
mヽ8,m4が1̀9エ°ス-'7"'• 瓜生 8つ打9

12.5g Im 2501¥q 

55-5 
7“mm...””̀び゚`ン ぇ．，受 t“  

6.5g/m 680Kg 

12mmスパレ えヽ 、東月
800Kg I奮さ伍飼易

”゜ン亭(B)枕某依埠平織 130g/,rl-勺；m84'¥ m 9.0Kg 90Kg 
55-6 |2'.5』しm8m9がm9gエースブ痕良 89打ち 4.5%、100Kg 

55-7 
7mm “み↑オT4... ロ“ン‘ え、，次 礼“”’16．わ／ m 680k, 
12mmスイヤIレえヽ 桑ヽ肩 I8-00K .... g I!看紐釦品
”゚ ン亭 (C)9いが本U拿 平瓜` ム1,／ m' 21.sim 21.5?-m 1 611g 1.6Kg 

55-8 2mm110以” 応便 貪“ゞ 7ぢ1.4g ／ m 50k, 

55-9 7mmナ4a'., 遅え 4、9，彙奢 i撼 16.59 ／ m 680Kg 
“み打ちかも

55-10 
5ぇ5、-98 ,#/ a 

は）
賣台 9i 釦↓ 12mTスイペlし

mヽmスイベ'Iレ5·5え-9•.95長5-1!110 11屠20ヽ0顧K鑢g;) | 鴫ヵ~ u. 釦& 

ナイロン序(B）祖石蛉紅 平讃＇ 309 ／ポ 84Kg ／ cm 鮎 k／, cm 9.0Kg 9.0Kg 

56-1 2ョ.,.,Sm8mっm~,aエ-ス1• 釆冬 釦打9 4 5, /m 100KQ 

56-2 
17紐m石m打ナt4t0もン え、、天 心舛165/m 680kg 

56-3 

12mmス4ベル えヽ 9を月 ↓碍800知kg： 責ヤ麟仰＆ 

表ー 3 シーアンカー材料表その 2

シ社ーNア‘o/9麹-ガ粕打＆A、史用ヽ 介 紘鍼 急量
戎張力（i<Jc.l 引鼠熾さ（北：

廂斗
（最1') 9 9 ヨコ 9 テヨコ

ナイロ‘ノ序(0)抵猜外ぶ 平議 12Cl!j ／叶
115~ 115~ ~m 

56-4 7↑•,(しーaト．,_,．o7-m.,m• 板乗 2的/m 750Kg 

ーゞムす1c1Jン ぇ、，厘吊 | 、.. 10 .. ton .L▲9 
亮鵞鯖錮
べ噌り~,-入9

＼ t4ロン亨(E)瓜芥体栢 平瓜

…加
135笞m135~m 10.0Kg 10.0llg 

”ロン布(F)匹磁 子狐 265加175厖c.m140~ cm 9.0l'g 90k 

56-5 す4U〉、与 依名 ,2,繊竺／m 邸 k,

＇，ィッ 9ル 士••愛用 JIS BB 2ヽ

ス 4べ‘1レ か羨用 l ▲ヽ39tーo・n2●9 ヤ紅と

”゜ン和(Bl祗紐砕 子嶽 130ツm̀ ウ:m84kギcm 90Kg 90k 
4mm -r4 Dン

外~原 也錫祈朽 69/ m 
”叶打ぢnも

250Kg 

56-6 ”゚ ンネット 弘専．11^̀-
90mm 
メ`ソシュ

8以mみm打-r”,•"ンi え、,t8っ打9 35g/m OK, 

14mmス伝Iレ か東用 1“2 0衝0畳灼~ ) ヤ紅呂
量會d
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3. シーアンカー単独曳航試験

3. 1 試験方法

シーアンカー単独曳航試験は，曳航時のシーアン

カーの低抗値と傘体の挙動を調べる試験で，上下，左

右に回転できるジンバル式支持台（図ー11)に取付け

られた張力計（容量20kg及び100kg) を曳航点の高さ

が水面上20cmになるように曳引台車に取付け，張力計

の先端にシーアンカーの曳索を繋いだ。曳索の長さは

シーアンカーの大小に係わらず4mとし，図ー12に示

すようにスイベルを介してシーアンカーの張索が繋が

れている。張力計支持台の回転軸にはポテンショメー

タが付けられており，シーアンカーの浮沈および左右

の変位角度が計測できる。シーアンカーの曳航速度は

0. 2~2. 0 misまで0.2 m/s間隔を基準とした。単独曳

航試験は静水中の試験を主としたが，一部のシーアン

カーについては波長（入） 1, 2, 3 m, 波高(Hw)8 

~20cmの規則波中の曳航試験も行っている。

ボテゾノオメークー ／ 

（横究位検出） ／ 

.／ 
. ＼ 

,、ラノス．ウエイト I ! I ;:..::.:_ニン張力計
（ひずみゲージ）＼

亘
〗|[三|I -□‘¥/ 

I 

冒:) 1」
1OOK9用張力計慨要図
（ ）内は 20kr;用寸；去

図ー11 張力計概要図

図ー12 シーアンカー曳航概要図
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3.2 単独曳航試験結果

3. 2. 1 シーアンカーの振れ廻り

長さ 4mの曳索を介して曳航されるシーアンカーは

直進することは少なく，多くの場合上下左右に移動す

る。この動きを曳航点から見ると上に凸或いは下に凸

の円弧状，横に偏平な隋円形，横8字形など色々な動

き方をする。この様な動きはシーアンカーの型式，形

状の違いばかりでなく，曳航速度や排水口の大きさに

よっても変化する。しかし，スイベルを中心とした傘

体の回転運動はほとんど無く，最大の場合でも士90°

程度であった。これには曳索として組紐を用いている

ため，張力変化による撚戻しが生じないことも役立っ

ている。図ー13および表ー 4に曳航時のシーアンカー

の振れ廻り角度の最大値を示した。表中，（ ）の附

してあるものは傘体が水槽の壁，又は底に接触したも

のである。この試験結果に見られるように，シーアン

カーの振れ廻り角度は一般的に曳航速度の上昇ととも

に減少する傾向が見られる。また，振れ廻りの周期は

速度の上昇につれて短かくなる傾向がある。シーアン

カーの振れ廻り角度をシーアンカーの型式別にみると

全般的には吹き流し型が小さく安定した曳航状態を示

す。特にNo.56-6の吹き流し型は優れた安定性を示

した。このシーアンカーは吹流しの開口径に対する長

さの割合が他より大きいばかりでなく，張索部に設け

られたネットが安定性を高めているものと思われる。

No.55-1, 55-2の吹き流し型は 4本の張索のうち，

上側の 2本が下側の 2本より少し短いのが正規の形で

あり，上下方向の安定性が左右方向より優れているこ

とが判る。このシーアンカーの張索長さを等しくする

と(No.55-1, 55-2)上下方向の安定性は悪くなる。

パラシュート型シーアンカーの中では正4角形のシー

アンカーが比較的に安定しており，正12角形と十字形

のシーアンカーの振れ廻りが大きい。円形パラシュー

ト型シーアンカーについて傘体と振れ廻り角度との関

係を見ると，傘体の大きなものの方が振れ廻り角が大

きい。これは，振れ廻りに対する曳索や張索の低抗が

小さい傘体ほど大きな割合を占めることによると考え

られるほかに，小型のシーアンカー (No.55-8, 9, 

10)は大型シーアンカー (No.57-A, B, C)に較べ，

傘体の大きさに対する張索本数が多く，傘体廻りの水

流に差異が生じるためと考えられる。しかし，詳細は

明らかでない。 No.56-2, 56 -3の十字型シーアン

カーは傘体面積は等しく形もほば同形であるが，No.56

-3には上端に浮子，下端には重さ約200gの沈子が
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付いている。そのためNo.56-3は低速曳航時には浮

上せず，浮上したと見られる曳航速度はスロット全開

時には0.8 mis, 半開時には1.2 mis, 全閉時に1.4 

misであり，スロットを開いた場合の方が浮上しやす

い。高速曳航時の両者の振れ廻り角度には明瞭な違い

は見られず，浮子および沈子の効果は明らかでない。

振れ廻り角度に対する排水口の大きさの影響はシーア

ンカーの形や大きさによって異るが，全般的には排水

口が大きい方が安定性は良くなる條向が見られる。

以上，シーアンカーの振れ廻りについて述べたが，

これはシーアンカーを曳引台車で曳航したため，シー

アンカーだけが単独に変位を生じる。シーアンカーが

実際に使用される場合には曳航点となる船や救命いか

だも変位するので，左右方向の相対的な振れ廻り角度

は上記計測値より小さくなるものと推定される。
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図ー13 シーアンカー振れ廻り角度

表ー4 シーアンカーの最大振れ廻り角度

:J一了ンカー 扱れ遁I}食度 (deg) 

No 呼杯 翌)~ 形imの他 横ヤ斥］ （片艤） 上下 T 疇］

Vs=0.4"Yc 1.6 ITV,饂 0.4 m/,. 1 6 m/,. 

i、<i2 17.5 15.5 3 3 
1 55-1 o欠

流
.f,＝名 23 14.5 ， 14 

2 55-2i. 
{，＜ {2 23 17 8 7 

i、＝名 21 12 10 1 7 

3 55-3 翌 10.5 14 

4 5646 え、'Iトヽす 8 5 10 5.5 

5 55-4 20.5 11 12 10 
正4角形

1 5 1 2 6 55-5 18 11 ,、． 
7 55-6 

正12負形
22 28 25 14 

8 55-7 
っ

32 30 29 28 

， 55-8 ーノ 15 17 14 8 

1 0 55-9 ユ 22 14 20 12 

11 蕊ー10 I 
I吋形

13 5 18 

1 2 57-A 30 31 30 (34) 

13 57-B 
卜

33.5 31 

14 57-C 型 (29) (33.5) 

15 56-1 半球形 28 5 21 24 8 

16 56-2 -r I 30 29 28 24 
17 56-3 

官I淳} (1 9) 25 (3 5) 18 形況5付

Vs : i駐達度 £,:.I:倶,J弧ゑふこ £2: ffl']張伎長て

（ ）内心拿1手が木滑壁匹水情れに社iがた 10)

3.2.2 シーアンカーの張力

シーアンカーの張力は曳航速度や振れ廻りによって

変化する。今回の曳航試験のように曳航点を水面上

20cmの高さに置き，長さ 4mの曳索を介して曳航した

場合，シーアンカーの張力が大きく，かつ安定した値

を示すのはシーアンカーが曳航の中心線上にあり， し

かも傘体が水面に出ない程度の浅い位置にある場合で

あり，この報告では各シーアンカーの慄準低抗値とし

て上記の様な場合の張力を採用した。図ー14-32には

供試シーアンカーを0.2-2. 0 misの速度で曳航した

場合の張力と低抗係歎を示した。低抗係敷は次式によ

って表わしている。

吹流し型の低抗係数 Csp=2R/ p Vs2Sp 

パラシュート型の低抗係敷 Cso=2R/ P ½2 S。

ここに ふ：吹流し邸開口部正面面積

S。：パラシュート型傘体布面積

R :低抗値 p:水の密度

Vs：曳航速度

パラシュート型シーアンカーの低抗係数の算出に当っ

て傘体の布面積を用いた理由は，正4角形，十字形な

どのシーアンカーの曳航時の開口面積或いは正面投影

(329) 



56 

面積の推定が困難であること，傘体の布面積と正面投

影面積とはほぼ比例すると考えられること，シーアン

カーの大きさを決める際に布面積を用いる方が便利で

あると思われることなどの理由による。図ー14~32に

は各シーアンカーの排水口面積を変えて曳航した場合

の張力及び低抗係数（吹流し型は Csp, パラシュー

ト型は Cso)も併せて示した。表ー 5に曳航速度0.4, 

0.8, l.6m/sに対する各シーアンカーの平均的な低

抗係数を示した。この試験結果を見ると，低抗係数は

曳航速度の上昇とともに減少する領向が見られ，また

傘体の大きさと低抗係数との関係を円形パラシュート

型で見ると，大型の方が小型のものより大きな値を示

している。排水口径の大きさが抵抗径数に及ぼす影響

は全般的には排水口を大きくすると低抗係敷が減少す

るものが多いが， No.55-4, 5 No.55-8のように

低抗係数が増加するものもあり，適当な大きさの排水

口は低抗を増す効果がある。吹き出し型シーアンカー

の低抗係数について比較して見ると， No.56-6は

No. 55 -1, 55 -2に比べ低抗係数は小さくなってい

る。その理由として， No.56-6は吹流しの開口径に

対する長さの割合が大きいことのほか，張索部に設け

られたネットの影響もあると推定される。 No.55-1'

と55-2 Iは共に原型のNo.55-1及び55-2の上側と

下側の張索長さを等しくしたもので，低抗は原型より

も増加している。パラシュート型シーアンカーの低抗

係数を傘体の形について比較すると，正4角形及び半

球形のものが小さく，正12角形のものが大きい傾向が

見られる。従来のシーアンカーの研究に於てはパラシ

ュート型シーアンカーの低抗係数を開口面積で無次元

化して表わした例が多い。そこで参考までに，今回の

供試シーアンカーのうちNo.55-5 （正4角） No.55-

7 （正12角） No.55-9 （円形）の排水口全閉時の低

抗値を，各傘体が半球形状に開くものと椴定して求め

た正面投影面積で無次元化した低抗係数を図ー33に示

した。表ー 4のシーアンカーの振れ廻り角度と表ー 5

の低抗係数とを対比して見ると，低抗係数の大きな

シーアンカーは振れ廻り角度も大きくなっている頷向

が見られる。シーアンカーの位置が曳航方向から外れ

るとその張力は低下する図ー34に見られるように，方

向が30゚ 外れると張力は理想的な曳航状態の値の60%

程度にまで減少する。従って，シーアンカーの性能と

しては張力の大きさばかりでなく，安定性についても

考慮する必要がある。
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表ー 5 シーアンカーの低抗係数一覧表

シーアンカー 我琉係数

No 呼林 型式 ＂壮‘tの他 Vs=0.4'¾ ¥Is= 0.8"vs Vs=1.6"1令

£、<12 1. 6 1. 5 1.3 
1 55-1 吹

£、=£2 1. 7 1 65 1.6 
ぅ紀
£、<iz Csp 2 1 1.9 1.6 

2 55-2 L 
£,＝み 2.2 2.0 1. 7 

3 55-3 型 1.9 1. 7 

4 56-6 え、ゾト付 1.35 1.2 1.2 

5 55-4 1.4 1.3 1.0 

6 55-5 
正4絹形

1.5 1.3 1.15 ’‘• 
7 55-6 う .iE.12角形

1.7 1.7 1.45 

8 55-7 •ノヽ 1.8 1.6 1.4 

9 55-8 ユ 1.35 1 3 1 2 

10 55-9 I 1.6 1.5 1.4 

11 55-10 
卜

Cふ 1 45 1.4 1 4 円形9

12 57-A 型 1.45 1 4 1.3 

13 57-B 1.9 1.75 

14 57-C 1.85 1. 7 

15 56-1 ギ荘ボ形 1 3 1.25 1.05 

16 56-2 i試 1. 7 1 5 1.4 

17 56-3 (1.6) 1. 5 1.2 

Vs: 嗅紺逗虐 1, ：.t.令？靖．を長さ £がで針弧索長さ
CSp: ,."い面積，こ.I:31氏戎1未政
Cs.： 今体わ面積 Iこよる孤孜~休羞文
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3. 2. 3 波による張力変動

波浪中を曳航されるシーアンカーの張力は傘体が波

面に近い場合には静水中での張力を中心に波との出合

周期で変動する。今回の波浪中曳航試験は追波状態で

行ったため，傘体が波の谷にある時には張力が大きく

なり，波頂の下になった場合には小さくなる変動を示

した。図ー35はNo.55-9 （円形パラシュート型）が

波面近くを曳航された場合の張力変動を示したもので

曳航速度が高いほど変動振幅が大きくなっている。し

かし，平均張力に対する変動振幅の割合は曳航速度の

上昇とともに減少しており，波長 3m, 波高20cmの場

合の曳航速度0.8及び2.0 misの時の変動振幅（全振

幅）の割合はそれぞれ45％および33％となっている。

(335) 
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シーアンカーの波による張力変動は傘体が沈下して波

面から遠ざかるにしたがって減少する。図ー36にNo.56

-3 （十字形パラシュート型）が緩やかに沈下して行

く過程でのシーアンカーの深さ（スイベル位置）に対

する張力変動を示した。図に見られるように，波面近

くでは15屈あった張力変動は％波長 (1m)の深さで

は 2 的となり，½波長 (1. 5m) まで沈下すると波に

よる張力変動はほとんど見られなくなっている。シー

アンカーの曳索に最も厳しい張力が加わるのは水中に

投入されたシーアンカーが展開する時であると思われ

たが，試験の結果を見ると展開時の張力は曳航中の最

大張力と余り変らず，衝撃的な張力変化は無かった。

これは今回行った程度の曳航速度では傘体の展開速度

が急激でないこと，また，長さ 4mの曳索が急な張力

変化を和らげたものと思われる。

Kg 

100 

張

力

80 

60 

40 

20 

゜゚

S.A.No55-9 

怪i↑

i:"↓ 
平水中

゜
△
 

ヽ
／
 ／
 ／ 
／
 

▲
●
 

／
 

d

/

 

／
 

／
 ヽ
／
 
6

/

9

 

ヽ

／
 ／
 ＇ 。シ合●／

 

玉
/
 

． 
▲ 

0.8 1.2 
曳航速度

図ー35

1.6 2D 
呪ec

波浪中の張力変動（単独曳航）

g

5

0

 

k

1

1

 張
力
変
動
（
全
根
巾
）

5
 

゜゚
図ー36

S.A.No. 56-3 
Vs = 0-4 m/sec 
Wave入＝3m Hw=O・2m

O,S 

¥。
＼。--1 9ー
1,0 1,5 

水面からの深さ
m 
2,0 

波面からの沈下による張力変動の減少

（単独曳航）

4.救命いかだ及び漁船模型の漂流試験

4. 1 試験方法

4. 1. 1 救命いかだの漂流試験

動揺試験水槽には最大風速15m, 吹出口寸法 3X 

0. 45mの送風台車があり，曳引台車と連結して 1m/s 

以内の任意の速度で走行できる。漂流試験はシーアン

カーを付けた救命いかだに風を当てながら漂流させ，

漂流速度に合せて送風台車を追随させる形で行った。

試験に用いた救命いかだは 6人用甲種膨張式救命いか

だの現用品で，底の周縁には 4個の安定水のうが付い

ており，底面積は3.9面である。写真一 l及び図ー37

に外観ならびに主要寸法を示した。救命いかだの漂流

試験に用いたシーアンカーはNo.55-2 （吹き流し型）

56-1 （半球形） 56-2, 3 （十字形）および55-7 

（正4角）で，何れも救命いかだ用の実物大模型であ

り，排水口は½開の状態とした。シーアンカーは 4m

の曳索を介して救命いかだの長軸の一端に取付けた張

力計に繋がれている。試験時の乗員は 6名（定員）及

び2名とし，送風口と救命いかだの距離は 7m, いか

だ位置の風速は 5,7. 5及び10mの 3種類である。試

験は主に静水中で行ったが， No.56-1, 56-3につ

いては波長3m, 波高15cmの風波併存状態の試験も行

った。計測項目は風速，漂流速度，シーアンカーの張

カのほか，救命いかだとシーアンカーの相対位置を計

測したが，相対位置は試験距離が短かかった為にデー

タは得られていない。

(336) 
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図ー37 救命いかだ概要図

4. 1. 2 漁船模型の漂流試験

漁船模型の漂流試験は救命いかだの試験法に準じて

いる。模型船は160GT型かつお・まぐろ漁船（第 3

永盛丸）の 1/14. 75縮尺模型で，図ー38及び写真一

2に主要寸法と外観を示した。試験等の喫水は基準喫

水よりやや船尾下りになっている。模型船の船首に取

付けられた張力計には長さ 4mの曳索を介してシーア

ンカーが結ばれている。供試シーアンカーは漁船模型

用に製作したNo.55-8, 55-9, 55-10の円型パラ

シュート型で，傘体の直径が船長 (Lpp) のほぼ

I/ 6,7, Iん，ぶ／1,6に作られたものである。模型船の中央

部と送風機の吹出し口との距離は約 2mで，模型船の

位置の風速は 4, 6, 9 m/sで，この風速は実船に

換算するとほぼ15~35m/sの風速に相当する。試験

は静水中を主としたが，波長2m,波高8~13mを中

心とした規則波併存中の試験も行っている。波の進向

方向は風と同方向である。計測項目は風速，漂流速度，

シーアンカー張力，船体の縦揺れ，横揺れ，船首方位

などの他，船体中央部 (SquareSection 5)及び船首

附近 (S.S.9)のWeathersideの相対水位変動を計

測した。

写真一 1 救命いかだ

型船•主零目

阿吃水
吃水

五

2.0m 
A:P 

—

g 

-------ー---―----戸----二··~-— ' 

F.P 

図ー38 漁船模型船概要図
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写真一2 漁船模型船

4.2 試験結果

4. 2. 1 救命いかだの漂流試験結果

供試救命いかだにシーアンカーを付けずに風を当て

て漂流させるとほぼ横風を受ける向きで漂流する。こ

の救命いかだにシーアンカーを付けるとシーアンカー

の大きさ或いは風速によって船首（張力計を付けた方

を船首とする）を風に立てるようになり，場合によっ

ては風の方向を中心に船首を左右に振りながら漂流す

るようになる。表ー 6に漂流中の救命いかだの船首が

最も風下に向いた時の方向を向い風を 0゜，追風を

180゚ として示した。この表から救命いかだにシーアン

カーを付けると船首が風に立ちやすいことが判る。ま

た，波の存在は船首を立ちにくくすることが判る。図

-39, 40に荷重人員 6名及び2名の場合の救命いかだ

の漂流速度と風速との関係を示した。漂流速度は風速

にほぼ比例し，シーアンカーを付けない場合の漂流速

度は荷重 6名の場合は風速の約 4%, 2名の場合は

5 ％程であるが，シーアンカーを付けると漂流速度は

小さくなり，大型のシーアンカーになるほどその効果

があり， No.56-2シーアンカーを用いると漂流速度

はほぼ½に抑えられていることが判る。両図には風波

併存時の漂流速度も記入されている。波（波長 3m, 

波高15cm)が併存すると風速が低いうちは漂流速度は

増すが，風速が大きい場合には逆に漂流を抑えている

様子が見られる。図ー41はパラシュート型シーアン

カーの大きさと漂流速度の関係を示した図で，シーア

ンカーの大きさはシーアンカーの布面積と救命いかだ

の床面積の比で表わし，漂流速度は風速との比で表現

している。この図から救命いかだの漂流速度を½に抑

えるに必要なパラシュート型シーアンカーの大きさ

は，いかだの床面積のほぼ20％の布面積のシーアン

カーとなることが判る。図ー42,43には漂流時のシー

アンカーの張力と漂流速度との関係を乗員 6名及び 2

名の場合について示してある。同一漂流速度における

(338) 

張力が大きいシーアンカー程大きいが，これは同一漂

流速度における風速が大型のシーアンカーを用いるほ

ど強く，従って救命いかだが受ける風力が大きいこと

による。両図には風波併存時の計測値も示してある。

波が併存すると同じ漂流速度に対する張力は増加し，

その増加量は乗員が少い場合の方が目立って大きくな

っている。図ー44に波長 3m,波高15cmの波が併存す

る場合の張力変動の大きさを示した。張力変動は平均

張力に対する割合で示してある。変動割合は片振幅で

90％に達し非常に大きいようであるが，この場合の平

均張力は 2~ 3 kg程度であり，絶対値としてはそれほ

ど大きな値ではない。シーアンカーNo.56-1につい

て乗員数の影響を見ると，乗員数が多いと張力変動が

増加している。

表ー6 漂流中の救命いかだの方位変化（乗員 6名）
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4. 2. 2 漁船模型の漂流試験結果

シーアンカーを付けない供試模型船に風を当てて漂

流させると，模型船は船首を横風よりやや風下に向け

た状態で漂流する。この模型船にシーアンカーを付け

て漂流させると，シーアンカーの大きさや風速などに

よって異るが船首を風に立てるようになり，また，漂

流速度も小さくなる。その様子を図ー45及び図ー46に

示した。図ー45は風速と漂流速度との関係を示す図で，

供試シーアンカーNo.55-8, 9, 10は何れも円形パ

ラシュート型であり，傘体の布面積比は約 1: 3. 3 : 

17.3になっている。図に見られるように漂流速度は風

速にほぼ比例して増加し，シーアンカーが大きいほど

漂流速度は小さくなる。図中には波が併存する場合の

計測値も記入されており，波が併存すると弱風時には

漂流速度を増し，強風時には漂流速度を小さくしてい

ることが判る。図ー46は漂流時の風に対する船首の向

きを示した図で，向い風を 0゚ ，追い風を180゚ として表

わしてある。また，シーアンカーを付けて漂流する船

体は張力の変動やシーアンカーとの相対位置の変化な

どにより船首方向は常に変化し， No.55-9, 10のよ

うな大型シーアンカーを用いた場合には一時的に完全

に風に立つ場合もあるが，図に於ては船首が最も風下

に流された時の値を用いている。図に見られるように，

シーアンカーが大きいほど，また，風が強いほど船首

が風に立ちやすいことが判る。しかし， No.55-10の

試験結果に見られるように大型のシーアンカーを用い

ても風速 6mis以上の風速に対する船首方向は30゚辺

(340) 

りで頭打ちになる領向が現れており，従って船首方向

を更に風上に向けて保持するには非常に大きなシーア

ンカーが必要になると推察される。この図には波が併

存する場合の計測値も記入されており，波が併存する

と静水中より船首は風に立ちやすいことが知られる。

図ー47は円形パラシュート型シーアンカーの大きさと

模型船の漂流速度との関係を示した図で，シーアン

カーの大きさは傘体の布地の直径と船の長さ (Lpp)

との比で表わし，漂流速度は風速との比で表わしてあ

る。この図から，円形パラシュート型シーアンカーを

用いて漂流速度を％に抑えるには傘体の布地直径を船

の長さの30％程度にすればよいことが判る。また，シ

ーアンカー径を30％以上に大きくしても漂流を抑止す

る効果は余り上らないことが知られる。図ー48には漂

流中の風速とシーアンカー張力との関係を示した。図

中には波が併存する場合の計測値も記入されており，

波の存在により平均張力が増加し，増加量は風速とは

余り関係がないようである。図ー49に漂流速度と張力

との関係を示した。図に見られるように，大型のシー

アンカーは少しの漂流速度の上昇に対しても大きな低

抗力を発揮して漂流速度を抑止作用が大きいことが判

る。この図から判断するとNo.55-10程度の大きさの

シーアンカーを使用すると最大漂流速度は0.1 mis, 

No. 55-9程度のシーアンカーでは0.3 misと推定さ

れる。図ー50は風波併存時に漂流する時の張力変動の

大きさを示した図で，張力変動は平均張力に対する割

合で表わしてある。変動割合は平均張力の100％にも

達して非常に大きいが平均張力は0.2~0. 6kg程度の小

さなものであり変動振幅の絶対値は小さい。

ここでシーアンカーを付けて漂流する模型船の漂流

に対する低抗のうち，シーアンカーが負担する割合が

どの程度であるかをNo.55-9及びNo.55-10について

検討してみる。図ー51にNo.55-9, 10シーアンカー

を漂流速度に近い極く低速で単独曳航した場合の張力

を示してある。この単独曳航時の張力と図ー49に示し

た模型船漂流時のシーアンカー張力との差は漂流中の

船体の水中部分の抵抗であり，漂流時の張力と単独曳

航時の張力との比が漂流時のシーアンカーが分担する

低抗の割合と見られる。 No.55-9について漂流速度

0. 15, 0. 2, 0. 25 misの時のシーアンカーの分担割合

はそれぞれ45%,49%, 56%となり， No.55-10シー

アンカーの0.05, 0. 075, O. lm/sにおける分担割合は

それぞれ30%,42%, 90％となる。すなわち，すなわ

ち，漂流抑止力に対するシーアンカーの分担割合は漂
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流速度の上昇とともに急激に増加し，強風下で大型

シーアンカーを用いた場合の漂流抑止力はその大部分

をシーアンカーが負担していることが推察される。図

-52はシーアンカーを付けた模型船を風と規則波が併

存する中で漂流させたときの船体の縦揺れ，横揺れ，

及び相対水位の応答を波（風）に対する船首方向に対

して示した図である。縦揺れと横揺れ角度は波傾斜と

の比で表わし，相対水位変動は変動の全振幅と波高と

の比で表わしてある。船首方向90゚ （横波）の計測値

はシーアンカーが展開していない時の値である。図に

見られるように計測値は非常に散らばっている。これ

は船首方向が常に変化し定常状態が持続しないこと，

風速（漂流速度）の異る試験の計測値が混っているこ

と等によるものである。図中の動揺や相対水位応答を

示す実線や破線は応答の傾向を示す程度のものであ

る。シーアンカーが展開するまでの船は横波を受ける

状態で漂流し，傘体が開くと曳索に張力が現われて船

首は次第に波風に立ってくる。その過程において応答

変化の激しいのは横揺と S.S 5の相対水位変動であ

る。横揺れの応答の大きさは横波から30゚ 程度波に立

てることにより約％に減少している。 S.S 5の相対

水位の横波中の応答は0.75~0. 95を示している。 S.S 

5に於けるブルワーク高さは10cmで，これを波高比に

換算すると0.77~1. 25となってプ）レワーク・トップに

まで達しており，事実，試験中の観察では波高10cm,

13cmでは海水打込が起きている。しかし，船首が30°

風上に立つと相対水位の応答は横波の場合の½程度に

なり，海水打込の心配は無くなる。船首部 S.S 9の

ブルワーク高さは水面上25cmあり，何れの方向の波に

対しても海水打込は生じないことが判る。以上のよう

に，風波中を漂流する小型船にシーアンカーを用いる

効果は漂流速度を抑止するとともに，船首を波に立て

ることにより海水打込を防ぎ，横揺れを減少させるこ

とに大きな効果があると言える。
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漁船模型船漂流時の船体動揺と相対水位

現用シーアンカー，実物大模型，縮尺模型を含め，

吹き流し型，パラシュート型（円形， 4角形，十字形）

など，形状や大きさの異る17個のシーアンカーを静水

中ばかりでなく波浪中で曳航し，曳索の張力，張力変

動，傘体の振れ廻り等を調べ，吹き流し型については

開口面積で無次元化した低抗係数を求め，パラシュー

ト型については製作或いは選定の便利さを考慮して傘

体布面積で無次元化した低抗係数を求めた，また，曳

航中の傘体の振れ廻りによる曳索の張力変動について

も調査した。更に，一部のシーアンカーについてはこ

れを救命いかだ及び漁船模型に装着して風や波の中を

漂流させ，シーアンカーが船や救命いかだの船首を風

上に立てる効果，ならびに漂流速度を抑止する効果を

調べた。

この試験は現用品のシーアンカーを主体としたために

系統的なデータは得られなかった。また，漁船模型及

び救命いかだにシーアンカーを付けて漂流させた実験

結果からみると，シーアンカーの単独曳航試験の曳航

速度の低速部が映けたうらみがある。しかし，実験し

た曳航速度に対する低抗係数の変化の頌向から，吏に

低速部分の低抗係数を推定しても大きな誤りは生じな

いものと思われる。また，低速曳航時の傘体の振れ廻

りについても，振れ廻りの速さは緩やかにはなっても

振れ廻り角度は余り変らないと推定されるので，この

試験結果はシーアンカーを選定する目安とするのに充

分役立つと思う。

シーアンカーの性能に関するまとまった研究報告と

しては，（初日本海難防止協会が行った「シーアンカー

の使用標準に関する研究」（日本海難防止協会報告書，

昭和33,34年度）があり貴重な参考資料となった。

本稿を終るに当り，研究資料，供試シーアンカーの

提供など，種々御便宜を載いた，闘日本船用品検定協

会の戸村了三氏，藤倉航装（株）の西牟田兼雄氏をはじめ

「シーアンカーの性能基準に関する調査委員会」の委

員の方々，ならびに実験に際し貴重な御教示を載いた

船舶技術研究所，海洋開発工学部，高石敬史部長に厚

＜謝意を表します。
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